
雷
鳴
堂
の
地
元
の
千
葉
県
下
に
お
け
る
請
売
人
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
三
年
の
『
発
送
蕊
合
計
塗
が
請
売
人
ご
と
に
そ
の
住
所
が
記

さ
れ
て
お
り
、
営
業
状
況
を
知
る
の
ゑ
な
ら
ず
地
域
的
な
分
類
を
す
る
に
あ
た
っ
て
至
便
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
同
年
に
関
し
て
は
、
六

十
四
名
の
諸
売
人
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
、
川
口
家
日
記
に
、

○
０
Ｃ
Ｏ
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ

（
蛇
）

一
（
中
略
）
木
更
津
町
愛
生
館
支
部
ヨ
リ
大
久
保
與
七
郎
二
宛
葉
書
一
葉
ト
モ
配
達
人
中
台
菊
次
郎
持
参
ス
、
受
取
（
傍
点
筆
者
）

内
の
請
売
人
の
設
置
を
見
て
み
よ
う
。

四
、
支
部
・
請
売
人
の
設
置

愛
生
館
の
売
薬
・
衛
生
書
は
、
本
館
に
お
い
て
直
接
一
般
に
売
捌
か
れ
る
と
同
時
に
、
請
売
人
を
広
く
設
置
す
る
こ
と
や
、
地
域
に
よ
っ
て

は
支
部
を
設
け
る
こ
と
に
努
め
て
普
及
が
図
ら
れ
た
。

請
売
人
に
は
、
一
般
の
請
売
人
と
共
に
「
一
手
売
捌
人
」
「
大
売
捌
人
」
等
と
称
す
る
大
販
売
所
を
置
い
て
い
る
。
一
手
売
捌
人
は
、
取
り

（
調
）

決
め
ら
れ
た
地
域
内
で
、
愛
生
館
の
売
薬
・
衛
生
書
を
請
売
人
や
小
売
人
に
専
売
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日
に
開
業
し
た
千
葉
郡
犢
橋
村
柏
井
の
川
口
新
之
丞
は
、
一
手
売
捌
人
の
一
人
で
、
愛
生
館
と
は
設
立
当
初
か

ら
前
掲
の
書
状
に
見
ら
れ
る
通
り
密
接
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
新
之
丞
は
、
千
葉
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
県
と
京
都
・
大
阪
市
の
営
業
を
任
さ

（
㈹
）

れ
、
雷
鳴
堂
と
称
し
て
館
業
遂
行
に
尽
力
し
、
愛
生
館
第
一
支
部
と
い
う
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
以
下
に
、
雷
鳴
堂
に
よ
る
営
業
範
囲

愛
生
館
の
機
構
に
つ
い
て
三
一

蠅
碑
率
樫
檸
斡
塞
窄
一
存
準
壷
需
昭
和
五
十
八
年
九
月
十
七
日
受
付

沼
倉
延
幸
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（
妬
）

と
市
川
福
太
郎
な
る
人
物
を
雇
入
れ
、
「
茨
城
水
戸
市
支
店
売
薬
主
人
市
川
福
太
郎
」
と
日
記
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
水
戸
市
内
に
市
川
福
太

（
灯
）
（
岨
）

郎
が
代
理
店
を
設
け
て
営
業
を
任
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
栃
木
県
下
は
宇
都
宮
町
の
黒
須
保
太
郎
と
足
利
町
の
岩
下
良
吉
の
両
名
が

（
鱒
）

見
ら
れ
る
が
、
両
者
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
。
群
馬
県
下
は
前
橋
市
に
代
理
店
を
設
け
、
市
川
宮
次
な
る
人
物
を
採
用
し
た
。
い
ず
れ
も
雷
鳴

堂
の
開
業
か
ら
翌
年
に
か
け
て
設
置
が
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
代
理
店
を
通
じ
て
各
々
の
県
内
の
運
営
が
密
に
な
る
よ
う
に
図
ら
れ
て
い

と
あ
る
傍
点
部
は
、
『
発
送
塞
謡
合
計
簿
』
に
照
合
す
る
と
「
下
総
国
望
陀
郡
木
更
津
町
磯
貝
吉
二
一
郎
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
、

○
○
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ

（
前
略
）
其
節
予
テ
御
約
束
申
上
候
武
射
・
山
辺
両
郡
特
約
販
売
方
之
義
一
一
付
、
早
速
御
廻
し
丈
之
約
定
書
丈
〈
有
増
配
附
候
得
共
（
中
略
）

次
に
、
京
都
・
大
阪
市
内
の
代
理
店
の
設
置
に
あ
た
っ
て
、
川
口
新
之
丞
と
親
交
の
あ
っ
た
秋
山
康
之
進
を
雇
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
康

之
進
は
愛
生
館
の
設
立
当
初
か
ら
こ
れ
と
関
わ
っ
て
お
り
、
前
掲
の
高
松
の
書
状
に
お
い
て
、
「
秋
山
君
之
御
都
合
如
何
、
定
而
御
口
端
ト
ハ

一
方
、
雷
鳴
堂
は
、
千
葉
県
以
外
の
三
県
と
二
市
に
は
代
理
店
を
設
置
す
る
方
法
を
採
り
、
各
々
の
営
業
・
請
売
人
設
置
を
そ
れ
に
委
任
し

（
“
）

た
。
形
式
上
は
代
理
店
設
置
者
を
川
口
家
に
雇
入
れ
、
『
雇
人
御
受
状
』
『
約
束
』
を
交
わ
し
た
。
ま
ず
、
茨
城
県
下
は
、

一
市
原
郡
市
川
福
太
郎
ヲ
茨
城
県
下
へ
愛
生
館
発
売
々
薬
売
捌
出
張
店
ヲ
開
ク
ニ
付
雇
入
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
同
人
方
雇
人
御
受
状
及
上
約

る
○

る
0

（
猫
）

御
内
大
久
保
與
七
郎
様
（
傍
点
筆
者
）

と
の
書
状
か
ら
、
木
更
津
町
の
磯
貝
吉
三
郎
と
東
金
町
の
岸
本
与
七
の
両
名
が
、
特
に
各
々
の
地
域
の
支
部
扱
い
に
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ

川
口
新
之
丞
様

（
蝿
）

束
一
通
宛
受
取
ル
（
下
略
）

（
明
治
二
十
三
年
）

六
月
廿
六
日

０
０
０
０
０
０
Ｏ

東
金
町
岸
本
与
七
拝
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こ
の
秋
山
康
之
進
は
、
翌
明
治
二
十
三
年
に
は
東
京
に
戻
っ
て
お
り
、
本
館
と
雷
鳴
堂
と
の
間
に
立
っ
て
運
営
に
関
与
し
、
さ
ら
に
松
本
順

（
紅
）

と
も
親
交
を
持
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
愛
生
館
に
は
不
可
欠
の
人
材
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
康
之
進
は
愛
生
館
の

北
海
道
支
部
の
開
設
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼
の
実
績
が
松
本
順
や
高
松
保
郎
に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
そ
の
渡
道
即
ち
北
海
道
支
部
の
設
立
時
期
で
あ
る
が
、
前
掲
の
『
雇
人
御
受
状
』
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
明
治
二
十
五
年
九
月
ま
で
は
康

（
顕
）

之
進
は
川
口
家
雇
人
で
あ
り
、
ま
た
翌
明
治
二
十
六
年
初
頭
に
川
口
家
に
届
け
ら
れ
た
彼
の
年
始
状
は
「
東
京
ニ
テ
」
投
函
さ
れ
た
も
の
で
あ

（
弱
）

っ
た
が
、
同
年
八
月
十
日
の
康
之
進
の
暑
中
伺
は
「
札
幌
町
」
で
投
函
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
北
民

っ
た
が
、

（
列
）

表
誠
録
』

と
、
康
之
進
は
代
理
店
開
斗

る
史
料
は
見
出
し
得
な
い
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
川
口
家
日
記
に
は
、

（
秋
山
康
之
進
○
（
十
月
二
十
七
日
）

取
扱
ヒ
ノ
為
メ
、

ダ
ル
｜
一
付
（
下
略
）

と
あ
り
、
『
約
束
』
に
は
、

存
候
得
共
、
何
寺

冒
頭
を
見
る
と
、

（
秋
山
康
之
進
○
（
十
月
二
十
七
日
）

一
（
中
略
）
先
シ
本
日
東
京
二
行
キ
、

康
之
進
は
代
理
店
開
設
の
た
め
に
早
速
の
出
立
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
京
都
市
も
し
く
は
大
阪
市
に
代
理
店
を
設
置
で
き
た
と
す

一
／
Ｆ
ｍ
凹
思
應
今
ノ

（
帥
）

リ
（
下
略
）

一
今
般
自
分
エ
売
薬
害
籍
売
捌
ノ
代
理
店
開
設
ノ
為
メ
、
西
京
大
坂
二
市
エ
出
張
被
申
付
候
（
下
略
）

一
千
葉
県
千
葉
郡
幕
張
村
武
石
千
三
百
七
拾
八
番
地
芝
田
貞
方
寄
留
秋
山
康
之
進
、
今
般
同
県
千
葉
郡
犢
橋
村
柏
井
川
口
新
之
丞
家
食
事

取
扱
ヒ
ノ
為
メ
、
明
治
二
十
二
年
十
月
ヨ
リ
来
ダ
ル
廿
五
年
九
月
マ
テ
三
ヶ
年
間
、
川
口
新
之
丞
方
へ
雇
入
ラ
レ
候
旨
、
示
談
相
整
上

に
、

何
卒
御
繰
合
ヲ
以
而
御
上
京
被
下
候
様
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
証
左
と
な
る
。
秋
山
康
之
進
の
『
雇
人
御
受
状
』
の

明
日
汽
車
ニ
テ
京
都
二
行
ク
筈
ナ
リ
、
秋
山
康
之
進
江
昨
日
費
用
ト
シ
テ
金
拾
五
円
貸
シ
置
キ
タ
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氏
は
愛
生
館
北
海
道
支
部
長
の
任
を
帯
ひ
渡
航
す
る
弦
に
年
あ
り
、
抑
愛
生
館
な
る
も
の
は
東
都
高
松
保
郎
氏
の
創
設
に
係
り
博
愛
の
主

０
０
０
Ｏ
○
○
０
○
○
○
○
０
０
○
○
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ

義
を
以
て
夙
に
世
に
知
ら
る
、
然
る
に
氏
来
道
後
未
た
数
月
な
ら
さ
る
に
高
松
氏
病
に
倒
れ
（
中
略
）
爾
来
刻
苦
経
営
今
や
愛
生
館
薬
剤

三
十
六
方
の
漸
く
全
道
に
間
へ
、
殊
に
氏
は
故
高
松
氏
の
遺
志
を
継
ぎ
博
愛
の
主
義
を
固
守
し
て
動
か
す
（
下
略
、
傍
点
筆
者
）

（
弱
）

と
見
え
る
。
傍
点
を
施
し
た
文
言
に
注
目
す
る
と
、
高
松
保
郎
の
死
去
は
明
治
二
十
六
年
八
月
二
十
日
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
康
之
進
の
渡
道
後

「
未
た
数
月
な
ら
さ
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
史
料
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
、
彼
の
渡
道
は
明
治
二
十
六
年
上
半
期
の
こ
と
と
推
知
で
き

る
。
か
く
し
て
北
海
道
支
部
は
秋
山
愛
生
館
と
称
し
、
明
治
三
十
五
年
か
ら
一
般
の
薬
剤
卸
売
業
に
転
じ
、
愛
生
館
の
名
を
残
す
唯
一
の
会
社

（
弱
）

と
し
て
現
在
に
至
り
、
創
業
当
時
を
物
語
る
大
鏡
が
社
宝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
右
以
外
の
支
部
・
請
売
人
に
つ
い
て
知
ら
し
め
る
史
料
（
主
と
し
て
明
治
二
十
一
’
一
千
六
年
）
を
求
め
て
み
よ
う
。

愛
知
県
の
地
方
紙
『
新
愛
知
』
を
見
る
と
、

愛
生
館
製
剤
五
県
下
一
手
大
販
売
並
に
各
地
大
取
次
所
設
置
広
告

（
中
略
）
今
般
弊
堂
に
愁

次
所
設
置
可
致
（
中
略
）

（
中
略
）

愛
生
館
売
薬
三
十
六
方

明
治
廿
二
年
七
月
廿
三
日

愛
知
県
名
古
屋
本
町
五
丁
目
衛
寿
堂
内
仮
設
愛
生
館
製
剤
特
約
大
販
売
所

今
般
弊
堂
に
於
て
、
愛
知
、
三
重
蕊
岐
阜
、
滋
賀
、
福
井
の
五
県
下
一
手
大
販
売
の
契
約
致
候
に
付
て
は
、
該
県
各
郡
江
大
取

（
札
幌
町
）

南
一
条
西
六
丁
目
一
番
地秋

山
康
之
進
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鵯
月
式
助
涜
月
西
川
商
店

と
あ
り
、
営
業
範
囲
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
名
古
屋
市
長
島
町
の
西
川
商
店
が
同
様
の
広
告
を
載
せ
て
い
る
。
さ
き
の
愛
寿
堂
が
「
名
古

（
帥
）

屋
本
町
衛
寿
堂
内
仮
設
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
衛
寿
堂
は
「
名
古
屋
市
本
町
五
丁
目
大
丸
向
イ
大
販
売
西
川
衛
寿
堂
」
で

あ
る
。
ま
た
、
長
島
町
通
島
田
町
と
本
町
は
共
に
現
在
の
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
西
川
衛
寿
堂
内
に
仮
設

さ
れ
て
い
た
愛
寿
堂
が
新
た
に
近
傍
に
店
を
構
え
、
西
川
衛
寿
堂
の
西
川
を
と
っ
て
西
川
商
店
と
称
し
て
営
業
し
た
も
の
と
指
摘
で
き
よ
う
。

熊
本
市
朝
市
場
東
方
川
筋

熊
本
県
下
一
手
大
販
売
所

（
舵
）

に
よ
る
愛
生
館
の
新
聞
広
告
が
見
ら
れ
、
一
枚
摺
広
告
『
陸
軍
々
医
総
監
正
四
位
勲
二
等
松
本
順
大
先
生
御
方
剤
』
に
、

と
あ
っ
て
、
名
古
屋
市
本
町
の
愛
寿
堂
が
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
・
滋
賀
・
福
井
の
五
県
下
の
一
手
大
売
捌
を
行
う
旨
の
広
告
で
あ
る
。
こ
の
新

聞
広
告
の
掲
載
は
、
広
告
文
中
に
「
明
治
廿
二
年
七
月
廿
三
日
」
と
見
え
て
い
る
が
、
愛
生
館
関
係
の
広
告
と
し
て
は
早
い
時
期
の
も
の
と
い

（
卵
）

う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
同
じ
く
『
新
愛
知
』
の
翌
明
治
二
十
三
年
十
一
月
の
紙
面
に
、

愛
生
館
売
薬
権
班
琴
妨

熊
本
県
下
は
、

特
別
大
販
売
所

通
俗
民
間
治
療
法

衛
生
ノ
心
得

国
家
幸
福
之
種
蒔

一
名
よ
き
子
を
も
つ
は
な
し

名
古
屋
市
長
島
町
通
島
田
町
廿
五
番
地

（
当
分

（
施
シ

（
釘
）

愛
寿
堂
主
人
謹
白

（
副
）

済
民
堂 （

弱
）
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と
あ
り
、
熊
本
市
の
渡
辺
平
治
（
済
民
堂
）
が
熊
本
県
下
の
一
手
大
売
捌
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
か
か
る
一
手
大
売
捌
に
よ
っ
て
、

県
下
に
請
売
人
の
設
置
を
進
め
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
侭
）

ま
た
、
他
の
請
売
人
と
し
て
は
、
「
筑
後
三
瀦
郡
大
川
町
榎
津
木
屋
近
藤
信
夫
」
と
、
「
東
京
四
谷
伝
馬
町
一
丁
目
十
七
番
地
成
亨
堂
永

（
“
）
（
侭
）

田
義
原
」
が
「
愛
生
館
諸
薬
問
屋
」
と
し
て
営
業
を
行
っ
た
も
の
と
が
見
出
さ
れ
た
。

右
に
挙
げ
た
支
部
・
請
売
人
の
中
で
、
明
治
三
十
四
年
の
請
売
人
名
簿
「
各
売
捌
諸
君
尊
名
左
一
こ
に
対
応
す
る
請
売
人
の
名
が
見
え
る
も

以
上
の
よ
う
に
、
個
々
の
史
料
に
見
出
さ
れ
る
請
売
人
に
つ
い
て
は
数
・
地
域
共
に
限
定
さ
れ
て
く
る
が
、
今
後
の
史
料
の
蒐
集
に
よ
っ
て

多
少
の
拡
充
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。
〔
図
１
〕
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
十
巻
一
号
四
十
五
・
ヘ
ー
ジ
参
照
）
に
お
い
て
実
線
の
み
施
し
た
と
こ
ろ
は

そ
れ
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
な
る
。
磯
貝
米
吉
と
極

営
業
は
行
っ
て
い
な
い
。

右
に
挙
げ
た
支
部
・
請
売
人
の
中
一

の
を
、
そ
の
順
を
追
っ
て
掲
げ
る
と
、

四
谷
区
伝
馬
町

木
更
津
町
本
町

山
辺
郡
東
金
町

前
橋
市
本
町

熊
本
市
新
町
一
丁
目

（
札
幌
町
）

南
一
条
西
六
丁
目
一
番
地

熊
本
県

一
手
特
約

（
筋
）

熊
本
市
朝
市
場
東
川
□

磯
貝
米
吉
と
渡
辺
敬
右
衛
門
は
各
々
相
続
者
と
見
る
今
へ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
は
、
川
口
新
之
丞
は
愛
生
館
に
関
わ
る

永
田
義
原

磯
貝
米
吉

岸
本
与
七

市
川
宮
次

渡
辺
敬
右
衛
門

秋
山
康
之
進

渡
辺
平
治
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ま
ず
、
①
に
基
づ
い
て
、
郡
ご
と
に
請
売
人
の
設
置
数
と
川
口
新
之
丞
及
び
雇
人
の
出
張
回
数
（
括
弧
内
数
字
）
を
ま
と
め
た
も
の
が
〔
表
１
〕

で
あ
る
。
尚
、
出
張
回
数
は
、
雷
鳴
堂
の
開
業
直
前
の
明
治
二
十
二
年
六
月
よ
り
翌
明
治
二
十
三
年
七
月
ま
で
の
約
一
年
間
と
し
た
も
の
で
、

（
“
）

出
張
は
四
十
七
回
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
出
張
回
数
と
設
置
数
の
関
係
が
ほ
ぼ
比
例
し
て
お
り
、
県
内
に
広
く
分
布
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
雷
鳴
堂
の
地
元
の
千
葉
・
印
旛
郡
が
そ
の
中
心
と
な
り
、
南
房
総
方
面
が
少
な
い
と
い
う
地
域
差
即
ち
分
布
の
偏
り

が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
読
象
取
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
『
愛
生
館
規
約
』
に
言
う
「
山
間
僻
地
ノ
者
二
至
ル
マ
デ
」
普
及
さ
せ
る
と
い
う
目

標
を
達
成
し
得
る
状
況
は
、
地
域
差
か
ら
必
ず
し
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
精
力
的
な
出
張
等
に
よ
る
請
売
人
の
設
置
状
況

に
は
、
高
松
保
郎
と
松
本
順
の
理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
②
は
、
府
県
別
に
各
々
の
請
売
人
の
所
在
と
氏
名
を
列
挙
し
た
も
の
で
、
総
数
六
百
九
十
五
名
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
前

出
の
高
松
保
郎
の
伝
記
に
見
え
る
「
八
百
ヶ
所
」
に
近
い
数
字
で
あ
る
。
②
に
基
づ
い
て
、
請
売
人
の
設
置
状
況
を
ド
ッ
ト
・
マ
ッ
プ
に
し
た

（
師
）

も
の
が
〔
図
２
〕
で
あ
り
、
府
県
別
に
設
置
数
を
集
計
し
た
も
の
が
〔
表
２
〕
で
あ
る
。
ま
ず
、
全
国
的
に
見
る
と
、
沖
縄
県
を
除
く
道
府
県
と

台
湾
に
悉
く
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
川
口
新
之
丞
が
営
業
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
か
、
千
葉
県
は
〔
表
１
〕
と
比
較
し
て
設

置
数
が
減
少
し
て
お
り
、
栃
木
・
群
馬
県
も
少
な
い
。
地
域
差
を
見
る
と
、
関
東
・
中
部
地
方
が
静
岡
県
の
六
十
名
を
筆
頭
に
比
較
的
設
置
数

こ
こ
で
は
、

①
雷
禧

③
明
弘

を
使
用
す
る
。

五
、
支
部
・
請
売
人
の
分
布
状
況

前
章
に
お
い
て
、
主
と
し
て
明
治
二
十
年
代
の
支
部
・
請
売
人
の
設
置
を
個
々
の
史
料
に
基
づ
い
て
述
べ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
設
置
の
分
布
状
況
を
見
て
象
た
い
。
対
象
と
す
る
史
料
と
し
て
は
、

①
雷
鳴
堂
に
よ
る
千
葉
県
下
の
分
布
に
関
す
る
史
料
：
…
・
『
発
送
琴
繩
合
計
簿
』

③
明
治
三
十
四
年
の
全
国
に
及
ぶ
史
料
…
…
「
各
売
捌
諸
君
尊
名
左
一
こ

（50） 298



表1千葉県下の請売人の設置数（明治二十三年）

｜安房’｜ 下 総｜上 総

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

１
１
０
１

く
く
く
く

房
夷
狭

平
安
朝
長

千葉

東葛飾

印旛

下埴生

南相馬

香取

海上

匝瑳

市 原

長柄

上埴生

山辺

武射

望 陀

周 准

天 羽

夷 隅

０
１
０
０

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

９
７
１
４
０
６
４
３

２
１

く
／
Ｉ
く
く
／
ｌ
／
ｌ
く
く

、
ノ
、
ノ
、
Ｊ
、
ノ
、
ｊ
、
ノ
、
ノ
ｊ
、
ノ

３
３
０
１
０
５
０
１
２

〆
ｔ
〆
ｔ
／
４
／
４
／
ｔ
〆
〆
ｌ
く
／
ｔ

５
４
０
２
０
２
１
０
３

０
４
７
３
０
６
５
１

１

未詳 10

’計 64

(註）○分類は郡別とした。

o出張回数（括弧内)～単位：回

o設置数～単位：人

表2愛生館の請売人の府県別設置数（明治三十四年）

(単位：人）

北海道
束北 |“※|・”|‘．'≠．'”。’澱’

北海道13茨 城54新潟42三重29烏取5徳島3福岡

青 森 8 栃 木12富山6滋賀6島根17香川4佐賀

岩手 1 8 群馬3石川7京都9岡山12愛媛6長崎

宮城3埼玉22福井7大阪9広島25高知6熊本

秋田23千葉21山梨8兵庫10山口23大分

山形7束．京40長野32奈良9宮崎

福島21神奈川19岐阜18和歌山12鹿児島

静岡60 沖縄

愛知20台湾

小計931"1110018418’』91

３
５
６
３
４
９
３
０
３

１

46

平均'331'"|'221mOl""|"|:Ⅲ
芸4今
同I 695（平均 14.5）
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図2愛生館の請売人設置状況（明治三十四年）
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が
多
い
が
、
四
国
・
九
州
あ
る
い
は
近
畿
や
広
大
な
北
海
道
に
つ
い
て
は
そ
の
反
対
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
府
県
内
に
お
け
る
分
布

は
、
各
々
の
粗
密
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
例
え
ば
、
設
置
数
最
多
の
静
岡
県
は
県
南
の
平
野
・
台
地
に
集
中
し
、
山
間
部
に
は
請
売
人
が
見
ら

れ
な
い
。
東
京
府
は
市
内
に
、
茨
城
県
も
県
西
南
部
に
こ
れ
が
集
中
し
て
い
る
。
逆
に
、
比
較
的
較
差
の
な
い
県
と
し
て
は
、
長
野
・
愛
知
・

山
口
県
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
都
市
に
設
置
が
集
中
す
る
と
い
っ
た
傾
向
は
、
こ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
尚
、
東
京
府
に
関
し
て
は
、
前
述
の
安
川
晃
栄
堂
の
承
な
ら
ず
、
山
崎
帝
国
堂
・
大
木
合
名
会
社
・
資
生
堂
等
の
有
力
な
業
者
の
名
が

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
得
ら
れ
た
こ
と
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
愛
生
館
本
館
の
機
構
は
、
館
主
高
松
保
郎
に
よ
る
館
の
統
轄
・
館
業
拡
張
、
顧
問
松
本
順
に
よ
る
質
的
な
掌
握
（
売
薬
の
処
方
等
）
、
薬
剤

長
張
秀
則
に
よ
る
薬
剤
の
実
地
管
理
と
い
う
基
礎
に
立
脚
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

○
薬
剤
長
張
秀
則
は
、
長
崎
医
学
伝
習
以
来
の
松
本
順
の
門
人
で
あ
り
、
両
者
が
親
交
を
極
め
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
も
な
く
、
薬
剤
長
へ

の
推
挙
は
、
松
本
順
が
彼
の
力
量
・
人
格
を
認
め
た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

○
館
主
高
松
保
郎
の
判
断
に
基
づ
い
て
宗
教
関
係
者
に
助
力
を
求
め
て
い
る
が
、
教
派
神
道
及
び
浄
土
真
宗
系
の
宗
派
が
こ
れ
に
‐
関
与
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
高
松
の
言
う
「
一
種
特
別
な
る
仕
方
」
で
あ
っ
た
。

○
宗
教
関
係
者
の
助
力
や
施
薬
は
、
愛
生
館
の
特
色
を
よ
く
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
ま
だ
管
見
に
入
っ
て

右
の
如
く
、
個
々
の
分
布
に
は
地
域
差
は
あ
る
が
、
全
国
に
諸
売
人
を
設
置
し
得
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
に

お
い
て
も
、
高
松
保
郎
と
松
本
順
の
民
間
医
療
に
対
す
る
理
念
が
活
か
さ
れ
て
お
り
、
愛
生
館
の
機
構
の
規
模
の
大
き
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

結
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○
秋
山
康
之
進
は
、
北
海
道
支
部
秋
山
愛
生
館
を
札
幌
に
開
設
し
た
が
、
愛
生
館
の
設
立
当
初
か
ら
高
松
保
郎
ら
と
関
わ
り
、
さ
ら
に
松
本

順
と
の
親
交
を
得
、
愛
生
館
に
は
不
可
欠
の
人
材
で
あ
っ
た
。

○
支
部
・
請
売
人
の
設
置
は
、
館
業
拡
張
の
た
め
に
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
分
布
に
は
地
域
差
が
見
ら
れ
る
が
、
全
国
規
模
に
達
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
高
松
保
郎
と
松
本
順
の
民
間
医
療
に
対
す
る
理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

○
雷
鳴
堂
は
、
精
力
的
な
出
張
や
代
理
店
の
設
置
等
に
よ
っ
て
、
営
業
範
囲
内
の
把
握
を
密
に
す
べ
く
図
っ
て
お
り
、
館
業
の
拡
張
に
尽
力

来
て
い
な
い
。

1
L／

た
○

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

、
／

（
１
１
）

（
○
全
）

高
松
保
郎

高
松
保
郎

拙
稿
（
３
）

拙
稿
（
３
）
・

高
松
保
郎
『
愛
生
館
設
立
説
明
書
』
明
治
二
十
三
年
十
一
月
、
順
天
堂
大
学
図
書
館
山
崎
文
庫
所
蔵
。

高
松
保
郎
『
薬
剤
弘
布
之
演
説
書
』
明
治
二
十
二
年
七
月
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
〕
同
八
月
再
版
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
所
蔵
。

註宗
田
一
氏
「
日
本
の
売
薬
（
弱
）
．
（
妬
）
ｌ
愛
生
館
三
十
六
方
製
剤
ｌ
」
（
『
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
十
七
巻
七
・
八
号
、
昭
和
五
十
六
年
）
。

い
し

川
口
家
（
千
葉
市
柏
井
町
）
は
、
愛
生
館
第
一
支
部
雷
鳴
堂
と
し
て
愛
生
館
に
関
与
し
、
ま
た
明
治
二
十
四
年
に
松
本
順
の
長
女
石
が
嫁
い
で
い
る

こ
と
か
ら
、
川
口
家
文
書
は
愛
生
館
及
び
松
本
順
の
動
向
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
て
い
る
．
こ
の
川
口
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
青
山
学

院
大
学
近
世
文
書
研
究
会
が
そ
の
調
査
研
究
を
継
続
中
で
あ
り
、
青
山
学
院
大
学
史
学
会
々
誌
『
史
友
」
十
’
十
六
号
（
昭
和
五
十
三
’
五
十
九

年
）
に
研
究
報
告
を
行
っ
て
い
る
（
愛
生
館
に
つ
い
て
は
『
史
友
』
十
号
に
お
い
て
問
題
提
起
が
あ
る
）
。

拙
稿
「
愛
生
館
と
松
本
順
研
究
中
間
報
告
ｌ
初
期
の
愛
生
館
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
史
友
』
十
三
号
、
昭
和
五
十
六
年
）
。

拙
稿
「
愛
生
館
の
館
業
拡
張
と
新
聞
広
告
に
つ
い
て
」
（
『
史
友
』
十
四
号
、
昭
和
五
十
七
年
）
。

明
治
二
十
一
年
十
月
、
川
口
家
文
書
。

拙
稿
（
４
）
。

（
ん
尖
）
◎
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（
ｕ
）
註
（
８
）
。

⑮
）
拙
稿
（
３
）
、
同
「
松
本
順
著
述
の
衛
生
書
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
史
友
』
十
六
号
、
昭
和
五
十
九
年
）
。
尚
、
松
本
順
の
売
薬
に
対
す
る
認
識
と
し
て
は
、

民
間
に
広
ま
っ
て
い
る
売
薬
に
は
無
効
か
つ
営
利
目
的
の
も
の
が
多
く
、
殊
に
医
者
に
乏
し
い
地
域
の
民
間
医
療
は
深
刻
で
あ
っ
て
、
有
効
な
売
薬

と
平
易
に
説
い
た
衛
生
書
を
併
用
さ
せ
て
民
間
医
療
に
寄
与
さ
せ
る
こ
と
を
予
を
欲
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
松
本
順
「
療
治
法

序
」
、
松
本
順
口
述
。
三
宅
康
昌
筆
記
「
民
間
諸
病
療
治
法
』
明
治
十
三
年
九
月
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
所
収
、
に
よ
る
）
。
愛
生
館
の
設
立
以

前
に
も
、
例
え
ば
資
生
堂
を
し
て
菅
鉄
丸
・
駆
叩
丸
等
十
八
方
と
『
民
間
諸
病
療
治
法
』
と
を
発
売
せ
し
め
て
い
る
。
高
松
保
郎
が
松
本
順
の
こ
う

し
た
認
識
・
活
動
を
理
解
し
た
上
で
、
彼
の
賛
助
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

Ｅ
）
本
館
は
二
代
館
主
高
松
保
に
よ
っ
て
「
東
京
市
神
田
区
岩
本
町
二
十
二
番
地
」
に
移
転
し
て
お
り
、
そ
の
移
転
時
期
は
『
受
取
書
状
目
』
（
明
治
二

十
八
’
三
十
年
、
川
口
家
文
書
）
の
記
載
か
ら
明
治
二
十
九
年
一
月
を
下
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
「
新
撰
東
京
名
所
図
会
」
第
二
十
三
編
（
『
風
俗

画
報
』
臨
時
増
刊
二
○
五
号
、
明
治
三
十
三
年
二
月
、
所
収
）
の
神
田
区
岩
本
町
の
項
に
、
「
愛
生
館
売
薬
商
に
し
て
二
十
二
番
地
に
あ
り
」
と

へへ

1514
ｰｰ

（
虹
）
拙
稿
（
３
）
。

（
犯
）
鈴
木
要
吾
『

（
配
）
同
右
、
二
八

へへへへ

20191817
レーレー

Ｅ
）
同
右
。
尚
、
こ
れ
は
薬
剤
三
十
六
方
と
『
民
間
治
療
法
』
を
掲
げ
た
一
枚
摺
広
告
で
あ
る
が
、
十
項
目
の
請
売
規
定
を
収
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

請
売
人
の
設
置
に
も
重
き
を
置
い
た
広
告
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

危
）
磯
稲
綺
道
秀
「
高
松
保
郎
君
小
伝
」
（
松
本
順
口
授
・
高
松
保
筆
記
『
改
訂
民
間
治
療
法
』
明
治
三
十
四
年
五
月
、
宗
田
一
氏
所
蔵
、
同
三
版
、
明

治
三
十
八
年
九
月
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
所
収
）
。

『
愛
生
館
規
約
』
第
‘

同
右
、
第
十
一
条
。

『
創
立
定
規
』
（
『
愛
止

ヲ
問
ク
ベ
キ
者
ト
ス

鈴
木
要
吾
『
蘭
学
へ

同
右
、
二
八
二
頁
．

画
報
』
臨
時
増
刊

記
さ
れ
て
い
る
。

拙
稿
（
４
）
。

川
口
家
文
書
。『

蘭
学
全
盛
時
代
と
蘭
晴
の
生
涯
』
昭
和
八
年
、
七
四
頁
。

（
『
愛
生
館
規
約
』
に
合
綴
）
明
治
二
十
一
年
十
月
、
川
口
家
文
書
。
尚
、
功
労
員
・
創
立
員
は
「
毎
月
一
回
本
館
二
集
会
シ
テ
議
事

有
ト
ス
」
（
『
愛
生
館
規
約
』
第
十
九
条
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

第
十
・
十
二
’
十
七
条
に
よ
る
。
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（
調
）
註
（
８
）

（
蛆
）
「
雷
鳴
堂

（
虹
）
川
口
家
一

（
躯
）
川
口
氏

（
蛤
）
川
口
家
一

（
訂
）
高
松
保
郎
「
愛
生
帖
小
引
」
（
高
松
保
郎
編
『
愛
生
帖
』
明
治
二
十
二
年
十
月
、
川
口
家
文
書
）
所
収
・
尚
、
増
補
版
が
翌
明
治
二
十
三
年
六
月
に

発
行
さ
れ
て
い
る
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
。

（
犯
）
「
愛
生
館
薬
剤
書
籍
広
告
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
九
日
等
）
。
尚
、
新
聞
史
料
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
を
使
用
し
た
。

へへへへへへへへへへ
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へへへ

262524
ｰｰし

川
口
氏
『
自
動
他
動
実
蹟
日
記
』
明
治
二
十
三
年
二
号
、
三
月
二
十
九
日
条
（
川
口
家
文
書
１
以
下
略
ｌ
）
。

川
口
家
文
書
。

「
雷
鳴
堂
施
本
広
告
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
二
十
三
年
二
月
十
五
日
等
）
。

川
口
家
文
書
。

『
愛
生
館
旨
意
書
』
が
こ
れ
に
当
た
る
。

『
条
約
書
』
写
（
敬
神
教
、
実
行
教
、
大
社
教
、
大
成
教
）
川
口
家
文
書
。

『
愛
生
館
之
事
業
賛
成
願
出
一
一
付
部
下
教
職
へ
通
知
』
写
（
大
社
教
）
・
『
愛
生
館
之
事
業
賛
成
願
出
｝
一
付
所
属
教
会
講
社
へ
諭
告
』
写
（
大
成
教
）

川
口
家
文
書
。

川
口
家
文
書
。

高
松
保
郎
豆

註
（
昭
）
。

註
（
９
）
。

村
田
周
魚
編
『
全
国
著
名
売

上
原
東
一
郎
編
『
東
京
買
物

『
改
訂
民
間
治
療
法
』
所
収
。

依
田
美
狭
古
「
父
百
川
の
患

家
文
書
）
。

入
沢
達
吉
編
『
贈
従
五
位
入
沢
恭
平
先
生
日
記
』
大
正
十
三
年
、
所
収
。

張
秀
則
の
墓
に
、
彼
が
明
治
三
十
九
年
五
月
四
日
に
残
し
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

安
川
栄
次
郎
は
、
前
出
の
弘
通
社
の
主
義
を
貫
く
た
め
の
「
布
教
元
資
会
」
を
発
起
し
て
い
る
（
『
愛
生
館
旨
意
書
』
明
治
二
十
一
年
七
月
、
川
口

「
父
百
川
の
思
ひ
出
（
第
四
回
）
ｌ
巌
谷
一
六
・
稲
津
南
洋
と
の
交
流
ｌ
」
（
『
伝
記
』
四
巻
四
号
、
昭
和
十
二
年
）
所
収
。

『
全
国
著
名
売
薬
史
』
昭
和
十
八
年
、
十
、
一
三
五
頁
。

州
『
東
京
買
物
独
案
内
』
明
治
二
十
三
年
七
月
。
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（
髄
）
秋
山
康
之
進
氏
編
『
九
に

社
社
内
報
『
愛
輪
』
に
、

へへへへ

60595857
曹一一一

註
（
躯
）
。

川
口
氏
『
自
動
他
動
実
蹟
日
記
』
明
治
二
十
二
年
七
号
、
十
月
二
十
七
日
条
。

松
本
順
が
明
治
二
十
三
年
七
月
に
川
口
家
に
来
泊
し
た
際
に
、
秋
山
康
之
進
は
彼
に
同
行
し
、
何
く
れ
と
な
く
世
話
を
し
た
様
子
で
あ
る
。
尚
、
こ

の
と
き
松
本
順
は
近
傍
の
住
民
を
診
察
し
て
い
る
（
川
口
氏
『
自
動
他
動
実
蹟
日
記
』
明
治
二
十
三
年
四
号
、
七
月
十
九
日
’
八
月
三
日
条
）
。

『
発
受
書
状
目
録
』
明
治
二
十
三
、
二
十
五
’
二
十
八
年
、
川
口
家
文
書
。

川
口
氏
『
自
動
他
動
実
蹟
日
記
』
明
治
二
十
六
年
三
号
、
八
月
十
日
条
。

遠
山
虎
龍
太
編
『
北
民
表
誠
録
』
明
治
二
十
八
年
十
二
月
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

「
東
京
市
神
田
区
駿
河
台
北
甲
賀
町
三
番
地
高
松
保
ヨ
リ
同
人
父
保
郎
去
ル
（
八
月
）
廿
日
死
去
仕
候
通
知
」
が
川
口
新
之
丞
に
届
け
ら
れ
た
（
川

口
氏
『
自
動
他
動
実
蹟
日
記
』
明
治
二
十
六
年
四
号
、
八
月
二
十
四
日
条
）
。
ま
た
、
こ
れ
は
註
（
嘘
）
「
高
松
保
郎
君
小
伝
」
の
記
載
に
一
致
す

『
愛
生
館
売
薬
書
籍
大
売
捌
代
理
店
設
置
約
定
書
』
明
治
二
十
二
年
九
月
、
川
口
家
文
書
．

川
口
氏
『
自
動
他
動
実
蹟
日
記
』
明
治
二
十
三
年
二
号
、
三
月
二
十
七
日
条
。

川
口
氏
『
自
動
他
動
実
蹟
［

同
右
、
十
一
月
十
五
日
条
。

茨
城
・
群
馬
県
と
京
都
・
大
阪
市
の
代
理
店
設
置
の
『
雇
人
御
受
状
』
『
約
束
』
（
合
綴
）
は
各
々
川
口
家
文
書
に
見
ら
れ
亙

川
口
氏
『
自
動
他
動
実
蹟
日
記
』
明
治
二
十
二
年
七
号
、
十
月
十
九
日
条
。

同
氏
一
霧

拙
稿
「
秋

『
新
愛
知
』
両

拙
稿
（
４
）
。

『
新
愛
知
』
雨

『
新
愛
知
』
市

る
。

片
桐
一
男
氏
「
秋
山
愛
生
館
の
鏡
」
（
『
愛
輪
』
二
○
四
号
、
昭
和
五
十
六
年
）

同
氏
「
愛
生
館
の
資
料
を
探
し
て
」
（
「
愛
輪
』
二
二
二
号
、
昭
和
五
十
七
年
）

拙
稿
「
秋
山
愛
生
館
の
鏡
と
初
代
康
之
進
」
（
『
愛
輪
』
二
二
三
号
、
昭
和
五
十
七
年
）

初
愛
知
』
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
三
日
等
。

明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
等
。

明
治
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
等
。

『
九
十
年
の
歩
朶
』
昭
和
五
十
七
年
。
尚
、
同
書
に
お
い
て
は
秋
山
愛
生
館
の
開
業
を
明
治
二
十
四
年
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

が
あ
る
。
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（
付
記
）

本
稿
で
使
用
し
た
史
料
の
蒐
集
に
あ
た
り
、
川
口
家
の
皆
様
、
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
の
小
川
鼎
三
先
生
・
酒
井
シ
ヅ
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
皆

様
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
の
青
木
允
夫
館
長
・
古
田
恵
子
氏
及
び
館
員
の
方
々
秋
山
愛
生
館
の
秋
山
康
之
進
氏
（
故
人
）
・
秋
山
喜
代
氏
に
は
殊
の

外
お
世
話
を
戴
い
た
。
さ
ら
に
、
『
改
訂
民
間
治
療
法
」
は
、
宗
田
一
先
生
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
披
見
す
る
機
会
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
本
稿
の
作
成
に
あ

た
っ
て
、
指
導
教
授
の
片
桐
一
男
先
生
に
懇
切
な
る
御
教
示
を
戴
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
青
山
学
院
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
修
士
課
程
）

（
師
）

へへへへへへ

666564636261
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『
福
陵
新
報
』
明
治
二
十
三
年
五
月
十
八
日
等
。

『
読
売
新
聞
』
明
治
二
十
三
年
十
月
十
二
日
等
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
五
年
二
月
十
七
日
等
。

川
口
氏
『
自
動
他
動
実
蹟
日
記
』
明
治
二
十
二
年
四
号
Ｉ
明
治
二
十
三
年
四
号
。
尚
、
日
記
に
記
さ
れ
た
地
名
に
よ
っ
て
集
計
し
た
が
、
経
由
地
に

つ
い
て
は
そ
の
地
名
の
記
載
の
あ
る
場
合
は
各
為
の
郡
に
加
算
し
た
。

「
各
売
捌
諸
君
尊
名
左
｝
こ
に
お
い
て
、
ご
く
一
部
で
あ
る
が
地
名
が
異
な
る
府
県
に
混
入
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
正
し
い
府
県
に
直
し
て
集

評
引
１
）
堤
上
。

『
国
民
新
聞
』

川
口
家
文
書
。

明
治
二
十
三
年
五
月
十
二
日
等
。
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TheSystemofAisei-kan

bv
’

NobuvukiNUMAKURA

Aisei-kanwasestablishedbyYasur6Takamatsu(1838-1893)inl888,fbrthepurposeofspreading

medicinesandbooksonhygienealloverthecountry・Thesemedicinesweremadeupbytherecipe

whichJunMatsumoto(1832-1907)wrote,whobecamethefirstsurgeongeneralinJapan.Thebooks

onhygienewerewrittenaccordingtohisdictation.Theabove-mentionedarethecharacteristicsof

Aisei-kan.TherewasnostudyofAisei-kanuntilrecently.ThesystemofAisei-kancontainedreliable

leaders>somebranches,andmanyretailersalloverthecountry.Itwasonanationwidescale.It

obviouslVreHectstheideasofY.Takamatsu(thedircctor)andJ.Matsumoto(theadviser)about
′

medicaltreatmentfbrtheJneralpublic.

（
の
い
）
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